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2017年 2月 16日 更新
真貝寿明

講座 1のご受講ありがとうございます．受講者
の方から，参考図書を初級・中級・上級に分けて
紹介してほしい，というリクエストをいただきま
した．以下，少しコメントを補足しながら図書を
紹介いたします．☀の数が多くなるほど難しい内
容です．

§5. 超新星爆発
『星の古記録』☀ [1]

日本の古典に記された天体現象を説明する良書で
すが，現在では入手困難かもしれません．

『歴史を揺るがした星々』☀ [2]

この本にも古典に記された天体現象が，現地取材
された写真と共に紹介されています．

『宇宙のつくり方』☀ [3]

テキストで所々で図を引用しました本書は，2016

年 12月にようやく書店に並びました．原著者の個
性が強く溢れた本文と図です．絵本なのか解説書
なのか判別が難しいのですが，解説はかなり本格
的です．

§6. ブラックホールと重力波
『ブラックホールと時空の歪み』☀☀ [4]

一般相対性理論について，そしてブラックホール
やタイムマシンに関する歴史的なエピソードを網
羅した分厚い読み物．著者は重力波の理論研究を
リードしてきた第一線の研究者であり，タイムマシ
ンの可能性についても論文発表したキップ・ソー
ン．値段が高いので古本屋で探しましょう．

『ブラックホールを見つけた男』☀[5]

星の最後の姿の１つである白色矮星に，質量の上
限があることを発見したチャンドラセカールの伝
記．当時の天文学の大御所エディントンの策略に
はまって，若いインド人学生の夢が破れていくさ
まが，詳細に描かれている．最近，文庫にもなっ
ている．

『時空のゆがみとブラックホール』☀☀☀[6]

縦書きの文庫本なのに，数式がたくさん出てくる
不思議な一般書．式がないと理解できない，とい
う人には好著．ブラックホール熱力学からブラッ
クホール蒸発理論にも触れられている．

『重力波とは何か』☀ [7]

『重力波とはなにか』☀☀ [8]

2016年 2月にアメリカのグループが初検出が発表
されて，いきなり注目をあびた重力波．発表当初は
拙著 [9]が解説書の役割を果たしたが，9月になっ
て，重力波研究に従事していた川村氏 [7]と安東氏
[8]が偶然にも同じタイトルで新書を発売した．比
較されて，お好みに合う方をお求めされればよい
でしょう．中身は同じ．

§7. 膨張宇宙の発見とインフレーショ
ン宇宙, §8. ダークマターとダークエ
ネルギー
概略については拙著 [9]にも記載しています．

『増補改訂版 眠れなくなる宇宙のはなし』☀[10]

佐藤勝彦氏による口上の優しい解説書．この本が
出版されて，日本人の睡眠時間が減りました（笑）．

1http://nishinomiya-style.jp/kouza/



『宇宙の誕生と終焉』☀ [11]

専門書も一般書も精力的に執筆している同期の松
原君が，全ページカラーで執筆した新書．

『輪廻する宇宙』☀ [12]

佐藤勝彦先生の研究を引き継いで宇宙論研究を進
める横山氏による一般向け書．始めと最後にダラ
イ・ラマ 14世との対談や政治的なコメントもつい
ている．

『相対論的宇宙論』☀☀☀☀ [13]

『現代宇宙論』☀☀☀☀ [14]

どんな数式が宇宙を決めているのか，ご覧になり
たい方は，これらの本を本屋でお立ち読みくださ
い．

§9. 第2の地球はあるのか
『ますます眠れなくなる宇宙のはなし』☀[15]

佐藤勝彦氏による口上の優しい解説書．この本が
出版されて，日本人の睡眠時間がますます減りま
した（笑）．

『宇宙からみた生命史』☀ [16]

日本でアストロ・バイオロジーという言葉が知ら
れていない頃から，生命の起源をもとめるプラズ
マ実験を行っている小林氏による一般向け書．

『地球外生命９の論点』☀☀ [17]

少し古くなったが，天文学・生物学の両面から多
くの専門家が自分の分野を執筆した良書．
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